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今後の業務実績評価に係る分科会委員意見と検討状況について 

 

 

（１）実績報告等の表記について 

委員意見 検討結果【●：対応予定 ／▲：一部対応予定 ／×：対応不可】 

◆「断り率」が何を表す指標であるか、分かりにくい。【項目６ 救急医療】 

● 

「断り率」は、「断らない救急」の実績を評価するため、救急隊以外のウォー

クイン等も含めた救急の受入実績を示すのに適した指標として、定義を含め、

実績報告書に明記。 

◆個々の研究成果について、受賞や論文発表等の実績が実績報告書に記載してあると、研究成果

の意義等が伝わりやすいのではないか。【項目 12 老年学研究におけるリーダーシップの発揮】 

インパクトファクター（ＩＦ）等の成果をデータベース化する取組を現在進

めており、実績報告書への記載に向けて、調整を進める。 

◆原価計算による経営改善において、診療科における主要な問題点があれば、示すべきではない

か。【項目 19 コスト管理の体制強化】 
▲ 

原価計算による経営改善は、全ての診療科に対して収益の向上を求める視点

で行っており、診療科ごとの主要な課題・問題点を実績報告書に記載すること

は難しいため、病院部門全体の課題に対する取組を実績報告書に記載する。 

◆実績として、定量的な情報を羅列されても、全体像が見えてこない。 

◆実績報告書について、実績だけでなく、説明や分析を行い、閲覧者に分かりやすい記載として

ほしい。【全体】 

● 
昨年度との実績や数値等の比較において、大きく変動した実績を中心に、理

由の例示や数値が増減した理由などを、可能な範囲で記載できるよう調整する。 

（２）評価指標の見直しについて 

◆論文発表数、学会発表数の目標値が実態に即しているか、検討してほしい。【項目 12 老年学

研究におけるリーダーシップの発揮】 
● 目標値は過去の実績数値を勘案したものとする。 

◆がん治療のアウトカム指標として、「生存率」を表記上の工夫をした上で、活用してはどうか。 

【項目２ 高齢者がん医療】 

× 

（理由）法人の集計作業上、実績報告までに算出することが出来ない。 

◆がん治療における外来化学療法について、低侵襲治療という観点から、「治療の所要時間」を指 

標として活用してはどうか。【項目２ 高齢者がん医療】 

（理由）治療の所要時間は、現状のシステムで把握することが困難であり、算

出数も外来患者だけに限定できない。また、治療に要する時間の長短と低侵

襲性及び治療の質との相関性を示すことが出来ない。 

◆認知症ケアのアウトカム指標として、ケアに要した労力（時間等）による指標を検討してはど

うか。【項目３ 認知症医療】 

（理由）認知症ケアに要する時間は現状のシステムで把握することが困難であ

り、また、ケアに要した労力と病状の進行の抑制効果を相関させることも困難。 

◆専門外来の評価指標について、受診によって疾患が改善した患者数や改善率等があると良い。 

また、要介護度の判定方法等を参考に、フレイルを評価する共通指標を設定できると良い。【項

目４ 生活機能の維持・回復のための医療】 

（理由）専門外来受診後の追跡調査を実施しておらず、改善数や率の把握が出

来ない。 

 

資料４ 

1 令和２年度業務実績評価に係る検討結果 
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（１）指標の見直し（アウトカム指標を含む。）について 

委員意見 検討状況 

◆以下の項目について、アウトカム指標の検討を進めてほしい。 

項目１ 血管病医療 

項目２ 高齢者がん医療 

項目３ 認知症医療 アウトカム指標については、第四期中期目標・中期計画に合わせて決定できるよう調整を

進める。 

◆高齢者の生活の質の維持・向上（QOL）という観点に即した指標が必要ではないか。【項

目２ 高齢者がん医療】 

（２）目標値の見直しについて 

◆ブレインバンクの目標値は考え方が難しく、適当な目標値を設定するためには、法人側か

らの提案が必要ではないか。【項目 12 老年学研究におけるリーダーシップの発揮】 

ブレインバンクの目標値について、第四期中期目標・中期計画に合わせて、認知症未来社会

創造センター（IRIDE）の評価項目に含めていくなど、目標設定の考え方を検討中。 

（３）その他 

◆センターは高齢者病院であるため、一般病院との単純比較は難しいが、比較できる項目は

比較すべきであり、標準化された目標値に近づけるよう検討してほしい。【全体】 

第四期中期目標・中期計画の作成に合わせて評価指標等を検討する際の考え方の参考とす

る。 
◆目標値の設定に当たり、過去の実績値は、高齢者病院であるセンターの特殊性や環境等の

影響を受けている。実績値の伸び率を推測した上で目標値を設定すれば、検証しやすく、客

観的な指標になるのではないか。【全体】 

 

２ 第四期中期目標・中期計画の策定に係る検討状況 


